研修出張様式４

研修報告書
	所　　属　　南山苑　　　　　職　種　　介護福祉士　　　　　氏　名　　福士　亜希子

	期　　間　　平成２２年９月１１日　～　平成２２年９月１１日

	出張目的　青森中央短期大学開講４０周年記念講演　青山幸広氏

	出 張 先　青森中央短期大学


題目：『その人らしさを引き出す本当の介護とは』

ある沖縄のグループホームへ青山氏が施設アドバイザーに出向いた時の話。
　９６歳のおばあちゃん

　今年の春に転倒して左頸部骨折をして、入院生活を経て、歩けなくなりました。

　職員が両脇から抱えて殆ど歩けていません。足がクロスして連行されている感じです。

　畳に座って、７人の職員中、３人は歩かせたい。４人は無理させると可哀想、車椅子でいいでしょ。

　と分かれて、職員が青山さんどうしたらいいですかね～と聞いてくる。

　私(青山)は、スタッフが決めちゃ駄目でしょ、おばぁちゃん本人に聞くもんでしょう。と話す。

　ばあちゃん、歩きたいか？車椅子で動きたいか？と聞いてみるが、そのおばあちゃんは、

　言葉を言ってこない。話せない。

　私(青山)がばあちゃんが言ったかのように、「うん、歩きたいよ～」とわざと言ってみた。

　「よしよし、歩きたいのか～じゃあ、杖で歩いてみるか」

　しかし、職員からもこのおばあちゃんは杖を今まで使って歩いた事が無いと言われる。

　持てるのか？でもお年寄りでも初めての事は興味を持つんだよ、

　最初はばあちゃん、杖を持たせて何だこれは？という様子で杖を振り回していた。

　職員は左側について、右・左とんとんとんとん…右・左とんとんとんとん…とリズムをとって

　歩くように促していくと、全く歩けない状態だったおばあちゃんが杖を使って歩いた。

　こうやっておばあちゃんの代わりの声を出せる職員が一人でも増えていって欲しいと思います。

考察
　南山苑の経管栄養の方はベッド上で過ごす時間が多くなり、どうしても発語が減少している傾向に

ある。うまく言えない相手の言葉の代わりになり、青山氏は「歩きたい」と言った。結果、おばあちゃん

は杖で歩いた。私達南山苑職員は、向かい合って利用者の表情や動きを、自分達の忙しさや安全重視、

家族の意見にとらわれて本人の中身を見ようとしていないのだと思う。ただ状態が低下していくのが

当たり前の流れだと考えがちになっている傾向にある。

栃木県小山市栗林(りつりん)荘　の場合。

　入所人数１２６人　

　２年前→拘束８０％(ベッド柵を外せない状態、ミトンをつけている。)

　　　　　機械浴９０％

　　　　　おむつ交換９０％

青山氏がアドバイザーに入ってから、

　現在→拘束　０％(いつでも起きれるようにして、ミトンは全員つけていない。)

　　　　機械浴０％(ひとり浴になり、自分達が機械浴のネジを取って壊した。)

　　　　おむつ０％(おむつの人もトイレへ誘導するようになり、リハビリパンツも使わないようになった

結果、トイレが足りなくなり、現在トイレの増築中である。)

　栗林荘の事務長さんが、先日京都で『懺悔』という題目で発表をした。

　私達が今までお年寄りにやっていた事は間違いだったという内容で、全てをみんなに明かした。

考察

　ミトンを外しても鼻に入っている管がいずいからと抜いてしまう方が多く。ホールにいても着用したまま

の方が多い。実際、外している最中にずっとその方ばかりを見てあげる事は難しく、着用している現状で

ある。一人一人がどうしたらミトンをしなくても過ごす事が出来るのか、手の自由を奪う事なく生活させる

事が出来るのか、今後具体的に職員全員と本人と話し合う事で、解決の糸口が見つかると考える。拘束を

増やさず、減らす働きかけが南山苑の介護と看護に必要不可欠である。

立ちあがり三原則

　①足を引いてもらう。

　②前かがみになる。

　③高さ　※床から立てない。高さが無いと立てない。

その人に合った高さ。３７～４１ｃｍが理想の高さ。

よくアドバイザーとして始めに施設をみると、トイレ誘導やその場で立ち上がらせる時、ちゃんと

　持てなくてズボンを引っ張りあげたり、終いにはズボンをビリッと破いたりして、

　なかなか、現場で立たせる時に椅子から浅くさせる、床に足がつく位の椅子の高さになっているか

　出来ていなかったりする。足を肩幅に広げる。

　おじいちゃん、おばあちゃんが立つ。すると職員は「座ってて～」すとん。また誰かが立つと

　「座って～」すとん。と次つぎと座らせていく。

　私(青山)は「なんで立ってるのに、座らせているの？」と聞く。

　すると職員は「だって、立って転んで骨折したら困るじゃないですか～」と言う。

　みなさん、立つ人が座って座ってと全く立たせない状態になるとどうなりますか？

　その人は、立ちたいのに座っている事でストレスが溜まり、次第に筋力低下になり、本当に歩けなくなり、

　何にも興味を持たなくなり、生活不活発病になります。

　そんなの嫌ですよね、立って歩けるようにしていきましょう。

考察

　立っても座らせる。自分達の業務の都合でこんな事をしているのは、２階も３階も実際、やっている。

私も分かっていながら何人も筋力が衰えていった人達を見てきた。歩く事でストレスを発散できるのに、

私達からストレスを増やす原因にさせている。青山氏のように気付かせて行動する人間が、南山苑に一人

でも増える事でこの施設は利用者主体という方向へ変わると思う。

起き上がりの条件

　①握手をして握力があるか。

②膝を立てれる。

　③お尻を上げて握りこぶし一つがその中に入る。

寝たきりといっても案外起きれる人が多いです。起こしておむつだった人もトイレでおしっこを

するようになります。

スーパートランスファ実技
　・椅子からの立ち上がり介助方法

　・車椅子から椅子への膝に乗せての介助方法。

　・トイレで立てない人の一人介助方法。

· よく立てない人を職員２人がかりで、立たせる人・パンツ下ろす人とやっている。

「上げてー」「下げてー」まるでパンツおろしのイベントをしているよう。

　・トイレで車椅子から便座への介助方法。

· 膝まづく代わりに、２５ｃｍの高さと３０ｃｍ×３０ｃｍに低い椅子に、職員が座って

介助する方法もある。

　・床に座っている人を車椅子に移す介助方法。

考察
　青山氏がケア・プロデュースした施設は、２人介助でしていたトイレ誘導の方をスーパートランス

の活用により、一人で実現。また腰を痛めず楽にできる介助方法を薦めている。中途半端な習得で職員

に実施してもらっては事故の原因と利用者の不安を仰ぐ原因になるが、実践できている施設では選出

された職員が何度も練習をして自信をつけて他の職員に技術を広げていった。

福島県の会津　町が経営している施設の場合。

　事務長が契約で２～３年おきに変わっていく施設。

今までの事務長は何事もなく任期を終えて変わっていったが、今回の事務長は施設をみていて、

何かが違う。もし自分がこの施設に預けて貰いたいとどうしても思えない。しかし何が違うのか、

自分では分からない。という事で、私(アドバイザー)が施設に２泊３日した。

ラウンドしている際、職員からの冷ややかな目で完全アウェイだった。

入浴も、広い風呂があり、浴槽まで階段やスロープで下りていく。遠い。

白いエプロンと白い長靴を履いた職員が入浴介助をしていて、どこかの魚屋と同じ風貌。

職員には「どうです？立派なお風呂でしょ？汗流して私達も頑張っているでしょ？直す所なんて

ないでしょ？」と言う。

私(青山)は「どこが立派なお風呂なんですか？」と質問すると「こっちにもっと立派なお風呂が

あるよ」と案内される。すると機械浴を案内される。

機械浴なんて天井ばっかり見せられているのに視界に入らない所に置いてある。

そうじゃくなくて、家庭浴槽がいいんだよ～と青森ひばの浴槽を持参してきているから、

置いて入浴させてみる。

青森ひばは保湿性があって、皮膚から粉がふかない。シャワーチェアはフラット。

座位とれない人は２人で入浴してもらう。

アドバイザーとして施設に行って半年後、再びこの施設に様子を見にいった。

足が上がらなかったおじいちゃんが足をちゃんと自分でまたいで移動できていた。

私たちが出来るようにさせるのではなくて、おじいちゃん、おばぁちゃん達自身が出来るように

なっているのかなと思わせてくれた。

ある職員が言った。「青山さん、こんな素敵なお風呂に、ご飯も自分達で食べれるようになって

おむつの人がトイレでするようになった。凄くいい施設になったでしょ。」

「いい施設？　違うよ、木の風呂に自分で入れるようになったり、ご飯を自分で食べたり、おむつ

からトイレに行けるようになったからって、いい施設とは言わないんだよ、当たり前の施設になった

ただそれだけなんだよ。」と話しました。

考察

　当たり前の生活をさせてあげる事が、南山苑ではいかに出来ていないかがあからさまである。

青山氏はお年寄りがこれまで家で生活してきた事を念頭において常にケアしている事が分かる。

これからの生き方について

上記の施設は特養で、お年寄りが特養に入所して亡くなるまで平均５年と８ヶ月。

職員に「残りの生き方をどうしたいのか、お年寄りに聞いてみようよ。」と利用者のうち４人を

職員と選出して何をしたいか聞いてみた。

①８６歳のおばあちゃん

　初恋の人に会いたい。駅員さんに小包を取りに行くのが私の仕事だった。あの時の話を交わした

　駅員さんに会いたい。１６歳の時に親に決められた人と結婚して、いま夫は死んでいる。

②おじいちゃん

　家に帰りたい。しかし、自分の家がダムで現在は水の底となってしまった。

③７４歳のおばあちゃん

　満州で産まれ、親が早くに亡くなり小さな頃から施設で育った。

　ドライブして美味しいものが食べたい。

④９８歳のおばあちゃん

　最近食欲低下して、夜になると４人部屋で「さとるー‼」と叫ぶ。

　１０１歳のお兄ちゃん、９６歳の妹、９２歳の妹の兄弟が今も生きている。

そしたら明日、これを一日でやろうよ。

駅に行って初恋の人に会って、その電車に乗っておじいちゃんの家だったダムに行って何かのヒント

を探す。その後は美味しいものを食べてドライブして、兄弟に会いに行こう。

と決めました。

①初恋（駅員）の人に会いたい。

本人はいなかったが、電車に乗っておばあちゃんに「初恋の人いた？」と聞いてみると「何のこと

ですか？」と全く覚えていない様子。

②家に帰りたい。

みんなとダムのある所まで電車でいく。そこの駅は階段も何十段も登らなければいけない場所で、

職員が車椅子を担いで移動した。ダムについてそこは遊覧船があった。遊覧船に乗るとアナウンスが

流れる。「かつてここは集落があった。人々は様々な思いで家を手放していった。」という内容である。

職員がその時初めて、このおじいちゃんが苦渋の思いで家を出ていった事を知る。今までの職員の

対応はこうであった。『バ時間が過ぎたから今日は帰れないよ。』「電話の線が切れて家に電話をかけれ

なくなったよ。」とその場しのぎのうそばかり。しかしダムに出かけた後からは職員の対応は変わった。

「じいちゃんの家、ダムで水の中になったんだよね。辛かったよね。」と本人の身になった声掛けと

なった。おじいちゃんも「そうだぁ～、ダムになったんだ」と落ち着いて話すようになった。

③美味しいものが食べたい。ドライブ。

　ダムで販売している餅など色んなものを食べた。職員に「餅を食べて詰まらせます」と言われたが、

　「美味しいの食べて死んだほうがまだいいべな」と言って食べさせた。

　その帰り苑の車に乗ってドライブをして移動。

④食欲低下。兄弟が今も生きている。

　自分の家に戻るが鍵が閉まっていて入れない。家の周りを歩いていると、ある夫婦が出てきて、

　「いや～元気だったか～」と言ってくる。知り合いの様子。私(青山)「あの、さとる‼と夜に

　叫ぶらしいんですが、さとるって誰か知らないですか？」と聞いてみる。すると夫婦の奥さんが

　「あ～あ～ほら～」と旦那をみて笑いながら話す。旦那さんが「さとるは私です。」と言う。

　「まさかまずい関係だったとか…」と聞くと奥さんが「いえいえ、みちえさんは昔この村の相談の

　窓口になった人で、私もこの人が酒を飲んで暴れている。とみちえさんの所に逃げてくると、

　さとる‼また暴れて‼と怒ってくれたもんなんですよ。自分の旦那さんも亡くなった直後で一番

相談してほしかったのはみちえさんだったけど、凄く村の為に頑張ってくれた。」と話す。

職員はその時、一人のおばあさんがこの村の為になくてはならない人であった事を知る。

そして、次に兄弟である１０１歳のお兄さんと、９６歳の妹に会いにいった。みちえさんは兄弟

を見るなり、「誰ですか～」と言ってきたのでお兄さんが「ボケでしまったのか～」と驚いていた

が、私(青山)は「昔の事を話してあげて下さい。」と言うとお兄さんは「昔、よく畑に行ったなぁ」

と話しかけると、みちえさんは思い出してくれた。妹にも「畑に行ったなぁ」と言われて涙を流し

ていた。ボケてるんじゃありませんよ。忘れていただけ。

こうして、帰ってきました。いい施設は風呂・おむつをとる、ご飯を食べさせる事じゃないんだ、

諦めていた生活を繋ぎとめてあげるんだ。お兄さんは３ヶ月後に亡くなりました。職員が葬式に

行った時にお兄さんの息子さんに、みちえさんに会ってから父は、「本当に嬉しかった嬉しかった」

といつも話していて、凄く満足した様子で亡くなっていったと話していったそうです。

そのみちえさんもお兄さんの後を追いかけるようにして、３ヶ月後に亡くなりました。

考察

　いい施設なんてない。当たり前のことをしてあげるだけ。施設で過ごす残りの生き方を私達職員

がどう架け橋となるのか。青山氏はそれを分かってもらうために、職員と共に出かけたと考える。

帰宅願望のある人の声掛けもその場の嘘を言っているだけ。私達は個々に対する帰りたがる理由と

その背景をもっと知ったうえで声掛けをすることで、話しかけの内容も変わり相手の反応も良い方

へと変化すると思う。

まとめ

青山幸広氏は今まで全国の施設のケアプロデュースをして、ひとり浴の導入を推進し、機械浴や

大浴場の廃止をしている。様々な施設が浴室の改築工事をして、和を取りこんだ浴室に変えて、

特殊浴に入れている方さえもひとり浴に入浴させるようになった。

おむつ交換の人も、ベッドに寝たきりにさせない為にトイレに連れていきオムツを外す働きをして

いる。立位不可の方に対する職員も相手も負荷のかからない、トランスファを指導しおむつゼロを

目指したケアをしている。

過去、青山幸広氏の講演に行った職員がおり、おむつからトイレへ移行させた働きかけや、スーパー

トランスの実践勉強会を実施して職員に浸透させる働きをしたが、なかなか実践にまで至っていない

残念な状態である。現在も腰痛を訴える職員が後を絶たず、トランスファの実技改革を今年度中に

実施する必要がある。

利用者目線で諦めかけている施設での生活を楽しさや生きる希望とした働きかけをする為に、実現

させていく動きが求められる。前年度より「希望実現プログラム」を導入し、買い物に行きたい、

眼鏡を調整するなど本人の希望する内容を職員が付き添い、実施しているが一部の利用者のみで本格

的な動きが出来ていないのが現状である。８０人が何を望んで生活したいのかを把握する為に、実現

調査用紙を考えてみた。活用の許可が下りたなら、利用者担当についている職員が一人一人の利用者

に望む事を腰を据えて、向かい合ってじっくりと耳を傾けて話を聞いて頂くきっかけとなってほしい。

わたしはこれをしたい‼ライフプラン調査用紙

	氏　　名
	　　　　　　
　　　　　　　　　　様
	　　　歳
	調査日
	H　　年　　月　　日(　　)

	出生住所
	
	仕事内容
	
	調査職員名
	

	いま何をしたいですか？いま困っていること、悩みがあれば教えてください。

	

	どのように生活したいですか？生きたいですか？

	

	　いつまでにしたいですか？そうしたいですか？

	


スタッフによる実現までの具体的計画

	　誰から聞くのか？○をつける。
	提供者氏名
	

	　家族　・　指導員　・ケアマネ　・　介護　・　看護　・　その他

	情報提供内容

	

	実現プラン

	

	決行日時
	H　　年　　月　　日（　　）　　　時　　分～　　　時　　分

H　　年　　月　　日（　　）　　　時　　分～　　　時　　分

	場　所
	
	付添
	有・無
	だれ
	

	交通手段
	ﾃﾞｲﾊﾞｽ（　　号車）・ﾀﾝﾄ・家族車・徒歩・バス・電車・その他(　　　　)

運転手（　　　　）

	書類提出
	必要・不必要
	医師報告
	必要・不必要
	承諾日
	　　月　　日(　)

	希望実現プログラム計画書
	済み・未だ
	外出、外泊届け
	済み・未だ
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